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（総合計画体系）

・

・

◇政策の概要

◇政策のコスト（千円）
予算
決算

人件費（A）
報酬（B）
年間経費(予算又は決算+A+B)

◇政策の指標

◇令和元年度の政策評価（政策の概要）

◇令和元年度の政策評価（政策の進捗・課題）
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①スポーツ普及・活性化事業：「するスポーツ」「みるスポーツ」「ささえるスポーツ」の振興を図り、だれもが生涯にわたって気軽にスポーツに
親しむことができる環境をつくった。
②ブラジルホストタウン交流事業：ブラジルとのホストタウンとして、柔道や車いすマラソンの選手団との交流合宿などを実施し、多くの市民の
参加を得た。
③大型スポーツイベント等誘致事業：ラグビーワールドカップ2019の日本及びスコットランドの公認チームキャンプ地として、環境整備に向け
た準備を実施した。
④スポーツ発信交流事業：国際、全国規模のスポーツ大会や浜松シティマラソンの開催を通じて、浜松市を全国に情報発信するとともに、「す
るスポーツ」と「みるスポーツ」の振興を図った。
⑤生涯スポーツ振興事業：市民がいつでもどこでも気軽にスポーツに親しめる機会を提供することで、スポーツ推進スローガン「１・１・１運動」
の推進を図った。
⑥競技スポーツ振興事業：競技力の向上を目的とした選手育成事業の実施や、全国大会への出場激励金の交付等、競技スポーツに取組む
市民への活動を支援した。
⑦スポーツ施設運営事業：効率的な管理運営、効果的な整備・改修を行い、利用者にとって安全かつ利用しやすい施設を提供し、生涯ス
ポーツの振興を図った。

＜進捗＞ 計画通り
・「浜松市スポーツ推進計画」に基づき、「するスポーツ」「みるスポーツ」「ささえるスポーツ」の推進を図り、だれも
が生涯にわたって気軽にスポーツを親しむことができる環境つくりに努め、スポーツ推進審議会において進捗管
理、事業評価を行った。
・ブラジルホストタウンとして市民一丸となって選手を迎えるため、オール浜松の市民会議を立ち上げたほか、ボラ
ンティア募集に向けた準備を進めた。
・ラグビーワールドカップ2019の公認キャンプ地として環境整備に向けた準備を計画どおり進めた。
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2,734,143

多様な歴史・文化による豊かさやスポーツによる喜びを市民が実感している。

◆基本政策 感動のある生活、歴史・文化・スポーツによる豊かさの創造

R5R4R2

①スポーツ普及・活性化事業：「するスポーツ」「みるスポーツ」「ささえるスポーツ」の振興を図り、だれもが生涯にわたってライフスタイルに応
じた多様なスポーツ活動ができる環境をつくる。
②ブラジルホストタウン交流事業：東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会を契機に、ブラジルホストタウンの取組みを推進していく
③大型スポーツイベント等誘致事業：大型スポーツイベントの開催やトップアスリート合宿地の誘致などを通じて、市民の皆様にスポーツの感
動に触れていただくため「みるスポーツ」を推進するとともに、本市の多彩な魅力を世界に発信する。
④スポーツ発信交流事業：国際、全国規模のスポーツ大会や浜松シティマラソンの開催を通じて、浜松市を全国に情報発信するとともに、市
民の「するスポーツ」と「みるスポーツ」の振興を図る。
⑤生涯スポーツ振興事業：市民がいつでもどこでも気軽にスポーツに親しめる機会を提供し、スポーツ推進スローガン「１・１・１運動」の推進
を図る。
⑥競技スポーツ振興事業：競技力の向上を目的とした、選手育成事業の実施や、全国大会等への出場等競技スポーツに取組む市民への活
動を支援する。
⑦スポーツ施設運営事業：効率的な管理運営、効果的な整備改修を行い、利用者にとって安全かつ利用しやすい施設を提供し、生涯スポー
ツの振興を図る。
⑧ビーチ・マリンスポーツ推進事業：平成30年度に策定した「ビーチ・マリンスポーツ事業化計画」に基づき、本市をビーチ・マリンスポーツの
聖地とするための各種事業を展開する。

R6

⑪都市

R3

◇関連するSDGsのゴール

スポーツ振興課 金子哲也 令和 2

③保健

10年後の目標 音楽などの芸術をきっかけとして新たな文化や産業が創出されている。

7 1

スポーツ文化推進費

「分野」 文化・生涯学習

30年後の姿 創造都市を実現し、音楽の都として世界から注目されている。

政策シート （政策名） 生涯スポーツを楽しむ機会の拡大

令和2年度

（予算費目名）

（管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）

000625000

⑤ジェンダー ⑧成長・雇用 ⑰実施手段④教育

3,275,824

年度

実績

R2 R3

3,158,224

5417
5600

R1

5600

R6

5600
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◇政策実現のために実施する事業一覧

※人工単価（千円）正規7,000 再任用(h31)3,600 再任用(h26)2,600 会計年度任用職員（人事課予算）2,800

計 3,275,824 3,158,224 16.0
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10 スポーツ文化推進運営経費

（一般経費のみ）
20,761 9,981 1.5 0.1

9 スポーツ施設整備基金積立金 869 309

8 スポーツ施設運営事業  ○○  2,263,618 2,242,618 3.0

7 競技スポーツ振興事業 15,156 10,256 0.7

0.4

6 生涯スポーツ振興事業 101,888 94,888 1.0

5  スポーツ発信交流事業   ○  32,520 16,000 2.2

3 大型スポーツイベント等誘致事

業
○○○  43,945 31,485 1.7

4 ビーチ・マリンスポーツ推進事業  ○○  15,506 12,706 0.4

2 ブラジルホストタウン交流事業 ○○○ 4.3

1 スポーツ普及・活性化事業  ○○

0.2

報酬
（千円）再任用

(31h)
再任用

(26h)
会計年度
（人事
課）

コスト
（千円）

事業費
（千円）

人工

正規

766,718 734,098

14,843 5,883 1.2 0.2

0.9
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スポーツ振興課 金子哲也 令和 7 1
（管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）

000625000令和2年度 2
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◇事業目的・事業対象

◇事業の概要

◇事業の性質

◇事業のコスト

◇SDGsとの関連
・関連するゴール

・事業とゴールの関連性

⑨イノベーション

年齢や性別、障がい等を問わず、市民一人ひとりがライフスタイルの一部にスポーツ（するスポーツ・みるスポー
ツ・ささえるスポーツ）を取り入れ、心身ともに健やかで、豊かな生活を送ることができる社会形成を目指す。

⑧成長・雇用 ⑰実施手段
⑦エネルギー ⑯平和
⑥水・衛生 ⑮陸上資源
⑤ジェンダー ○ 5.5 ⑭海洋資源
④教育 ○ 4.7 ⑬気候変動
③保健 ⑫生産・消費
②飢餓 ⑪都市

ゴール ターゲット ゴール ターゲット
①貧困 ⑩不平等

0.2 0.2
再任用(h26)人工

正規 1.2 1.2
再任用(h31)

人件費　(千円) 8,960 8,960

会計年度任用職員(人事課予算)

人件費(報酬等) (千円)
一般会計繰入金
一般財源 4,678 5,296
その他
市債

国・県支出 587
事業費(千円) 予算 4,678 5,883

○ ○

R1 R2 R3 R4 R5 R6

H22 - 一般会計 自治事務（その他） －

決算 4,678

【R1-R4重点戦略項目№116、117、118、119】
・するスポーツの振興：地元のトップアスリートを各学校に派遣する「トップアスリート連携事業」により「するスポー
ツ」の推進を図る。

・みるスポーツの振興：「三遠ネオフェニックス(バスケットボール)」「アグレミーナ浜松(フットサル)」「ブレス浜松(バ
レーボール)」「ジュビロ磐田(サッカー)」のプロスポーツチームを支援することにより「みるスポーツ」の推進を図
る。

・ささえるスポーツの振興：スポーツ健康相談事業（メディカルチェックや講演会による啓発）浜松市地域スポーツ
指導者養成講習会事業（各地域でのスポーツ活動の中心となる指導者を養成)、スポーツ人材バンク事業(ス
ポーツボランティアの情報集約)などの「ささえるスポーツ」の推進を図る。

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分 根拠法令等
総合
戦略

重点
戦略

主要
事業

浜松市スポーツ推進計画（R1～6）に基づき、「するスポーツ」「みるスポーツ」「ささえるスポーツ」の普及を図る。

7 1

事業シート （事業名） スポーツ普及・活性化事業

令和2年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）

000625000 スポーツ振興課 金子哲也 令和 2
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◇事業の指標（R4：重点戦略最終年度、R6：総合戦略・基本計画最終年度）

◇令和元年度の事業評価

・令和元年度の事業の概要

・ 事業の成果と課題

・するスポーツの振興：トップアスリート連携事業(地元トップアスリートを小学校に派遣する)などの「するスポー
ツ」の推進を図る。

・みるスポーツの振興：「三遠ネオフェニックス(バスケットボール)」「アグレミーナ浜松(フットサル)」「ブレス浜松(バ
レーボール)」「ジュビロ磐田(サッカー)」のプロスポーツチームを支援することにより「観るスポーツ」の推進を図
る。

・ささえるスポーツの振興：スポーツ健康相談事業（メディカルチェックや講演会による啓発を行う）浜松市地域ス
ポーツ指導者養成講習会事業（各地域でのスポーツ活動の中心となる指導者を養成する)、スポーツ人材バンク
事業(スポーツボランティアの情報集約)の「支える（育てる）スポーツ」の推進を図る。

指標の達成度

計画通り
①するスポーツの振興

・トップアスリート連携事業などを実施し、「1･1･1運動～1週間に1回以上、1スポーツを行う～」するスポーツの推進を図った。
②みるスポーツの振興
・トップアスリート連携事業により、「ブレス浜松」、「スズキアスリートクラブ」、「ヤマハ発動機ジュビロ」、「ヤマハ野球部」の選手を幼稚園や小中学校に派遣し、トッ

プアスリートを間近でみることで「観るスポーツ」の振興を図った。

③ささえるスポーツの振興
・支える（育てる）スポーツとして、「スポーツ健康相談事業」、「地域スポーツ指導者講習会養成事業」などの事業を実施した。また、健常者と障がい者との交流イ
ベントとして「浜松市民レクリエーション・スポーツ大会」、「浜松みんなのスポーツまつり」、「浜松シティマラソン」開催時に「障がい者スポーツ体験交流会」も開催し
た。
・スポーツボランティアバンクの登録者数が伸び悩んでいるため、スポーツ推進審議会において、打開策についてのご意見を伺った。

実績値 情報収集

目標値 情報収集 情報収集 情報収集 検討 検討 方向性の決定

eスポーツの普及 - 119
年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値 3 4
目標値 3 3 3 3 3 3

パラスポーツ体験会等の実施日数（日） - 118
年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値 868 812
目標値 870 876 882 888 894 900

高校生以下の全国大会出場者数(人) - 117
年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値 5576 5417
目標値 5528 5600 5600 5600 5600 5600 5600

生涯スポーツ施設の利用者数（千人） - 116
年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値 284 294
目標値 325 355 360 370 380 390 405

地域スポーツ指導者登録者数（人） -
年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値 195 209
目標値 250 300 325 350 400 450 500

スポーツボランティアバンク登録者数(人） -
年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

スポーツ振興課 金子哲也 令和 2 7 1令和2年度 （管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）
000625000



・ 事業の見直し
実施結果

/

今後の方向性

/ 拡大 人工 現状
・トップアスリート連携事業などを展開し、若年層への支援を拡充していく。
・スポーツボランティアバンク、地域スポーツ指導者について、広報周知を強化し、登録者の確保に努める。
・第2期浜松市スポーツ推進計画の進捗管理をスポーツ推進審議会を中心に実施していく。
・スポーツの無関心層などの、これからスポーツを始める意欲のある人を対象に、初心者向けの教室やイベント等を開催し、市民のスポーツ
実施率の向上を図る。

現状 人工 現状
・トップアスリート連携事業は、小学校12回、中学校1回、中体連強化練習会2回、幼稚園3回に加え、フラワーパークのマラソン大会へのトップ
アスリートの派遣を含めて計19回実施し、「みるスポーツ」の推進及び競技力向上を図ることが出来た。
・第2期浜松市スポーツ推進計画の進捗状況について「スポーツ推進審議会」で確認していただいた。

大項目 現状 小項目 事業費

大項目 改善 小項目 業務改善 事業費
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◇【R1～R4】事業工程表（No.：重点戦略項目No）

118

浜松市レクリエーションス
ポーツ大会、みんなのス
ポーツまつり、浜松シティマ
ラソンにおいてパラスポー
ツの体験会を実施してい
く。

浜松市レクリエーションス
ポーツ大会、みんなのス
ポーツまつり、浜松シティマ
ラソンにおいてパラスポー
ツの体験会を実施してい
く。

浜松市レクリエーションス
ポーツ大会、みんなのス
ポーツまつり、浜松シティマ
ラソンにおいてパラスポー
ツの体験会を実施してい
く。

浜松市レクリエーションス
ポーツ大会、みんなのス
ポーツまつり、浜松シティマ
ラソンにおいてパラスポー
ツの体験会を実施してい
く。

119

国、他政令市の動向に
ついて情報収集をして
いく。

国、他政令市の動向に
ついて情報収集をして
いく。

情報を精査し、本市に
おいての普及・推進方
法について検討してい
く。

情報を精査し、本市に
おいての普及・推進方
法について検討してい
く。

116

各種事業の展開により、人
口減少していく中でのス
ポーツ施設の利用者数を
維持していく。

各種事業の展開により、人
口減少していく中でのス
ポーツ施設の利用者数を
維持していく。

各種事業の展開により、人
口減少していく中でのス
ポーツ施設の利用者数を
維持していく。

各種事業の展開により、人
口減少していく中でのス
ポーツ施設の利用者数を
維持していく。

117

子ども達を対象とした
トップアスリートと連携し
た教室等の開催や、ア
スリート育成強化のため
の取り組みを実施して
いく。

子ども達を対象とした
トップアスリートと連携し
た教室等の開催や、ア
スリート育成強化のため
の取り組みを実施して
いく。

子ども達を対象とした
トップアスリートと連携し
た教室等の開催や、ア
スリート育成強化のため
の取り組みを実施して
いく。

子ども達を対象とした
トップアスリートと連携し
た教室等の開催や、ア
スリート育成強化のため
の取り組みを実施して
いく。

補助シート （事業名） スポーツ普及・活性化事業

No. R1 R2 R3 R4

スポーツ振興課 金子哲也 令和 2 7 1令和2年度 （管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）
000625000



06 01 02 01 02 年 月 日

◇事業目的・事業対象

◇事業の概要

◇事業の性質

◇事業のコスト

◇SDGsとの関連
・関連するゴール

・事業とゴールの関連性

7 1

事業シート （事業名） ブラジルホストタウン交流事業

令和2年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）

000625000 スポーツ振興課 金子哲也 令和 2

東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会を契機に、ブラジルホストタウンの取組みを推進していく。

【R1-R4重点戦略項目№201】
・ブラジルオリンピック委員会及びパラリンピック委員会の視察訪問対応
・Torcida BRASIL（ブラジルパラリンピック選手団サポートボランティア）研修会開催
・ブラジルホストタウン推進市民会議開催
・ブラジルオリンピック7競技及びパラリンピック19競技の選手団事前合宿受け入れ

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分 根拠法令等
総合
戦略

重点
戦略

主要
事業

事業費(千円) 予算 80,091 734,098

○ ○

R1 R2 R3 R4 R5 R6

H30 ‐ 一般会計 自治事務（その他） ○

決算 66,158

その他 650
市債

国・県支出

人件費(報酬等) (千円)
一般会計繰入金
一般財源 65,508 734,098

人工

正規 4.2 4.3
再任用(h31)

人件費　(千円) 31,920 32,620

会計年度任用職員(人事課予算) 0.9 0.9
再任用(h26)

②飢餓 ⑪都市

ゴール ターゲット ゴール ターゲット
①貧困 ⑩不平等

④教育 ⑬気候変動
③保健 ○ 3.4 ⑫生産・消費

⑥水・衛生 ⑮陸上資源
⑤ジェンダー ⑭海洋資源

⑧成長・雇用 ⑰実施手段 ○ 17.17
⑦エネルギー ⑯平和

⑨イノベーション

③保健
ブラジルオリンピック・パラリンピック選手事前合宿受け入れで、選手との交流等により、国籍や障害の有無にか
かわらず、スポーツに関わる市民が増えることで、市民の健康的な生活を促進する。
⑰実施手段
ブラジルオリンピック・パラリンピック選手事前合宿受け入れを機会に、市民とともに国際的なパートナーシップを
築き上げ、多文化共生社会を推進する。



06 01 02 01 02 年 月 日

◇事業の指標（R4：重点戦略最終年度、R6：総合戦略・基本計画最終年度）

◇令和元年度の事業評価

・令和元年度の事業の概要

・ 事業の成果と課題

令和2年度 （管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）
000625000

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

スポーツ振興課 金子哲也 令和 2 7 1

ブラジル選手団との交流人数 - Ⅲ-2(2)イ 201
年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値 600 1700 9300 - - -

- -
1700

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値 1658 1664 -

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値

実績値

・ブラジルオリンピック及びパラリンピック競技選手団の事前キャンプの誘致・支援活動
・ブラジルオリンピック委員会（COB）、パラリンピック委員会（CPB）の視察訪問対応
・ブラジルオリンピック委員会（COB）と東京2020事前合宿地に関する協定書締結
・ブラジルパラリンピック委員会（CPB）と東京2020事前合宿地に関する協定書締結
・ブラジルホストタウン推進浜松市民会議開催
・アスリートフェスタ開催

指標の達成度

計画通り
【達成】
・ブラジル大使館、ブラジルオリンピック及びブラジルパラリンピック委員会による視察を受け入れた。
・ブラジルオリンピック及びパラリンピック委員会と東京2020オリ・パラ競技大会のための事前合宿に関する協定書を締結し
た。
・ブラジルのオリンピック柔道、パラリンピックの柔道、トライアスロン、ゴールボールの選手団交流合宿を受け入れた。
・1,500名以上の応募をいただいたTorcida BRASIL（ブラジルパラリンピック選手団サポートボランティア）を立ち上げた。
・ブラジル料理研究会を立ち上げ、開催した。
・アスリートフェスタをソラモで開催した。
・3月開催予定であったブラジルホストタウン推進浜松市民会議は、新型コロナウィルス感染予防対策のため中止した。
【課題】
・ブラジル選手団事前合宿実施の環境整備
・ブラジル選手団事前合宿の新型コロナウィルス感染予防対策



・ 事業の見直し
実施結果

/

今後の方向性

/

現状 人工 拡大

東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会開催に向け、ブラジルホストタウンとして、ブラジル選手団事前合
宿受け入れのために、ブラジルのオリンピック・パラリンピック委員会との調整や練習会場の調査及び確保などの
準備を進めた。

大項目 現状 小項目 事業費

大項目 現状 小項目 事業費

拡大 人工 現状

「東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会」2021年開催に合わせ、ブラジルホストタウンとしてブラジル選手
団事前合宿を受け入れるとともに、市民がパラスポーツをはじめ、各スポーツに対し、見たり触れたりする機会を
通じて、だれもがスポーツをすることができる社会の実現に寄与する。



06 01 02 01 02 年 月 日

◇【R1～R4】事業工程表（No.：重点戦略項目No）

スポーツ振興課 金子哲也 令和 2 7 1令和2年度 （管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）
000625000

補助シート （事業名） ブラジルホストタウン交流事業

No. R1 R2 R3 R4

201

・ブラジルオリンピック委員会
及びパラリンピック委員会との
協定書の締結（7月下旬）
ブラジル選手団交流合宿の
開催（パラリンピック柔道7月
下旬、パラリンピックトライアス
ロン8月中旬、オリンピック柔
道8月中～下旬、ゴールボー
ル9月下旬）
・ブラジルパラリンピック選手
団サポートボランティア募集登
録（4月～12月末）
・ブラジル料理研究会の開催
（2回）
・アスリートフェスタの開催（11
月上旬）

・ブラジル選手団事前合
宿に向けた準備、調整

・東京2020オリンピック・
パラリンピック競技大会
ブラジル選手団事前合
宿

○○



06 01 02 01 03 年 月 日

◇事業目的・事業対象

◇事業の概要

◇事業の性質

◇事業のコスト

◇SDGsとの関連
・関連するゴール

・事業とゴールの関連性

7 1

事業シート （事業名） 大型スポーツイベント等誘致事業

令和2年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）

000625000 スポーツ振興課 金子哲也 令和 2

大型スポーツイベントの開催やトップアスリート合宿地の誘致などを通じて、市民の皆様にスポーツの感動に触れ
ていただくため「観るスポーツ」を推進する。

【R1-R4重点戦略項目№41、199、200】
・浜松アリーナやToBiOなどスポーツ施設を活かした大型スポーツイベントの誘致
・各種国際大会、全国大会の開催誘致及び大会運営を支援する大会補助金
・大会参加のための事前合宿の誘致及び受け入れ
・東京2020オリンピック・パラリンピックにかかる聖火リレー、ライブサイトの実施
・2020東京五輪・パラリンピックにかかる聖火リレー、ライブサイトの実施のための準備・調整
・全国高等学校選抜ボート大会の開催（全国高等学校選抜ボート大会実行委員会への開催負担金）

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分 根拠法令等
総合
戦略

重点
戦略

主要
事業

事業費(千円) 予算 79,775 31,485

○ ○

R1 R2 R3 R4 R5 R6

H28 ‐ 一般会計 自治事務（その他） ○

決算 77,968

その他 650
市債

国・県支出 8,100

人件費(報酬等) (千円)
一般会計繰入金
一般財源 77,318 23,385

人工

正規 2.1 1.7
再任用(h31)

人件費　(千円) 15,540 12,460

会計年度任用職員(人事課予算) 0.3 0.2
再任用(h26)

②飢餓 ⑪都市

ゴール ターゲット ゴール ターゲット
①貧困 ⑩不平等

④教育 ⑬気候変動
③保健 ○ 3.4 ⑫生産・消費

⑥水・衛生 ⑮陸上資源
⑤ジェンダー ⑭海洋資源

⑧成長・雇用 ○ 8.9 ⑰実施手段 ○ 17.17
⑦エネルギー ⑯平和

⑨イノベーション

○東京オリンピック・パラリンピックや国際大会、全国大会などを通じ、市民がスポーツにおける感動に触れること
で、市民の健康的な生活を促進する。（3 保健）
○国際的なスポーツイベントなどを通じ、国際誘客を促進し、交流人口を拡大する。（8 経済成長と雇用）
○世界のアスリートを受け入れることを契機に、国際的なパートナーシップを築き上げ、多文化共生社会を促進す
る。（17 実施手段）



06 01 02 01 03 年 月 日

◇事業の指標（R4：重点戦略最終年度、R6：総合戦略・基本計画最終年度）

◇令和元年度の事業評価

・令和元年度の事業の概要

・ 事業の成果と課題

令和2年度 （管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）
000625000

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

スポーツ振興課 金子哲也 令和 2 7 1

事前合宿、スポーツイベント等誘致数（件） - - 41,199
年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値 9 10 10 11 11 11 12

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値 10 20

欧米豪からの外国人宿泊客数（千人） - - 200
年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値 36 － － － － －

－ －

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値 33 R2.10頃確定 － － －

-
年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値

実績値

【R1-R4重点戦略項目№41、199、200】
・東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会開催に向けた事前キャンプ誘致・支援活動
・ラグビーワールドカップ2019公認チームキャンプ地として日本代表とスコットランド代表の事前キャンプの受け入
れ
・県ラグビーワールドカップ2019機運醸成事業の実施（イベント開催、広報など）
　県と県内5市（浜松市、静岡市、磐田市、掛川市、袋井市）による連携事業

指標の達成度

計画通り
【達成】
・ラグビーワールドカップ2019機運醸成事業によるイベントでの情報発信
・ラグビーワールドカップ2019公認チームキャンプ地として日本代表とスコットランド代表の事前キャンプを受け入れ
・競泳日本代表による浜松市での事前合宿の継続実施
・アメリカダイビングチームによる浜松市での事前合宿
【課題】
・大会や事前合宿の新型コロナウィルス感染予防対策



・ 事業の見直し
実施結果

/

今後の方向性

/

拡大 人工 現状

実施結果
・選手団合宿等の誘致・支援活動の活発化にあわせ事業費を拡大

大項目 現状 小項目 事業費

大項目 現状 小項目 事業費

現状 人工 現状

・大会前のナショナルチームの事前合宿誘致に取り組む。



06 01 02 01 03 年 月 日

◇【R1～R4】事業工程表（No.：重点戦略項目No）

スポーツ振興課 金子哲也 令和 2 7 1令和2年度 （管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）
000625000

補助シート （事業名）大型スポーツイベント等誘致事業

No. R1 R2 R3 R4

200

ラグビーワールドカップ
2019の公認チームキャ
ンプ地として事前合宿の
受け入れ契機として、欧
米豪からの外国人宿泊
客者数の増加を図る。

41
199

国際大会や全国大会の
誘致、大会前の合宿地
として選手団の受け入
れを行うことにより、市
民の皆様がトップレベル
のプレーを目の当たりに
する環境を築くとともに、
外国人等の宿泊客者数
の増加を図る。

国際大会や全国大会の
誘致、大会前の合宿地
として選手団の受け入
れを行うことにより、市
民の皆様がトップレベル
のプレーを目の当たりに
する環境を築くとともに、
外国人等の宿泊客者数
の増加を図る。

国際大会や全国大会の
誘致やナショナルチーム
の大会前の合宿地とし
て選手団の受け入れを
行うことにより、市民の
皆様がトップレベルのプ
レーを目の当たりにする
環境を築くとともに、外
国人等の宿泊客者数の
増加を図る。
聖火リレーやライブサイ
トの開催地になること
で、東京2020オリンピッ
ク・パラリンピック競技大
会への関わりの契機に
つなげる。

国際大会や全国大会の
誘致やナショナルチーム
の大会前の合宿地とし
て選手団の受け入れを
行うことにより、市民の
皆様がトップレベルのプ
レーを目の当たりにする
環境を築くとともに、外
国人等の宿泊客者数の
増加を図る。



06 01 02 01 04 年 月 日

◇事業目的・事業対象

◇事業の概要

◇事業の性質

◇事業のコスト

◇SDGsとの関連
・関連するゴール

・事業とゴールの関連性

7 1

事業シート （事業名） ビーチ・マリンスポーツ推進事業

令和2年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）

000625000 スポーツ振興課 金子哲也 令和 2

平成30年度に策定した「ビーチ・マリンスポーツ事業化計画」に基づき、本市をビーチ・マリンスポーツの聖地とす
るための各種事業を展開する。

【ビーチ・マリンスポーツ推進事業】【R1-R4重点戦略項目No.196、197】
ビーチ・マリンスポーツ事業化計画に示した推進方針に則り、各種事業を展開していく。

＜推進方針＞
①市民への普及・啓発
②大会・イベントの持続的開催
③スポーツ環境の整備
④効果的なシティプロモーションの展開
⑤地域活性化施策の展開
⑥推進協議会の機能・体制強化

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分 根拠法令等
総合
戦略

重点
戦略

主要
事業

事業費(千円) 予算 15,675 12,706

○ ○

R1 R2 R3 R4 R5 R6

Ｒ１ - 一般会計 自治事務（その他） －

決算 4,616

その他
市債

国・県支出

人件費(報酬等) (千円)
一般会計繰入金
一般財源 4,616 12,706

人工

正規 0.4 0.4
再任用(h31)

人件費　(千円) 2,800 2,800

会計年度任用職員(人事課予算)

再任用(h26)

②飢餓 ⑪都市

ゴール ターゲット ゴール ターゲット
①貧困 ⑩不平等

④教育 ○ 4.7 ⑬気候変動
③保健 ⑫生産・消費

⑥水・衛生 ⑮陸上資源
⑤ジェンダー ⑭海洋資源

⑧成長・雇用 ⑰実施手段
⑦エネルギー ⑯平和

⑨イノベーション

年齢や性別、障がい等を問わず、市民一人ひとりがライフスタイルの一部にスポーツ（するスポーツ・みるスポー
ツ・ささえるスポーツ）を取り入れ、心身ともに健やかで、豊かな生活を送ることができる社会形成を目指す。



06 01 02 01 04 年 月 日

◇事業の指標（R4：重点戦略最終年度、R6：総合戦略・基本計画最終年度）

◇令和元年度の事業評価

・令和元年度の事業の概要

・ 事業の成果と課題

令和2年度 （管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）
000625000

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

スポーツ振興課 金子哲也 令和 2 7 1

ﾋﾞｰﾁﾊﾞﾚｰ、ﾋﾞｰﾁﾃﾆｽ、ﾋﾞｰﾁｻｯｶｰ、ﾋﾞｰﾁﾗｸﾞﾋﾞｰ等のﾋﾞｰﾁｽﾎﾟｰﾂｺｰﾄの整備 - 196
年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値 ｻﾌﾞｺｰﾄ完成 基本計画

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値 ｻﾌﾞｺｰﾄ完成

ビーチ・マリンスポーツの東海大会以上の大会開催数(件) 197
年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値 7 18 18 18 18 18

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値 7 18

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値

実績値

・ビーチ・マリンスポーツ推進協議会部会の開催
　「ビーチ・マリンスポーツ事業化計画」に基づく各種事業展開について、ビーチ・マリンスポーツ推進協議会に加
盟する競技団体による部会を開催し、意見聴取を行う。

・遠州灘海浜公園江之島地区整備基本計画の策定（～R2.5）
　遠州灘海浜公園江之島地区をビーチ・マリンスポーツ振興の拠点として再整備するにあたり、江之島地区の具
体的な整備内容について整理し、基本計画としてまとめる（令和2年5月まで）。

指標の達成度

計画通り
【成果】
・ビーチ・マリンスポーツ推進協議会部会開催（１回）
【課題】
・ビーチ・マリンスポーツ事業化計画に基づく環境整備



・ 事業の見直し
実施結果

/

今後の方向性

/

現状 人工 現状

・事業化計画にて示したゾーニング別の施設整備等の基本構想を策定し、順次事業展開していく。

大項目 現状 小項目 事業費

大項目 現状 小項目 事業費

現状 人工 現状

・事業化計画にて示したゾーニング別の施設整備等のについて、順次事業検討していく。
・令和2年5月に策定を目指す遠州灘海浜公園江之島地区整備基本計画を基に、設計～整備へと事業を展開す
る。



06 01 02 01 04 年 月 日

◇【R1～R4】事業工程表（No.：重点戦略項目No）

スポーツ振興課 金子哲也 令和 2 7 1令和2年度 （管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）
000625000

補助シート （事業名） ビーチ・マリンスポーツ推進事業

No. R1 R2 R3 R4

196

・サブコートの完成及び
維持管理（公園管理事
務所）
・江之島地区全体の基
本計画の作成

・江之島地区全体の実
施設計

・施設整備工事 ・施設の維持管理

197

(1)大会誘致戦略の検討
(2)大会誘致体制の構築
(3)開催支援機能の整備
(4)シンボルイベントの開
催

(1)大会誘致戦略の検討
(2)大会誘致体制の構築
(3)開催支援機能の整備
(4)シンボルイベントの開
催

(1)大会誘致戦略の検討
(2)大会誘致体制の構築
(3)開催支援機能の整備
(4)シンボルイベントの開
催

(1)大会誘致戦略の検討
(2)大会誘致体制の構築
(3)開催支援機能の整備
(4)シンボルイベントの開
催



06 01 02 01 05 年 月 日

◇事業目的・事業対象

◇事業の概要

◇事業の性質

◇事業のコスト

◇SDGsとの関連
・関連するゴール

・事業とゴールの関連性

7 1

事業シート （事業名）  スポーツ発信交流事業

令和2年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）

000625000 スポーツ振興課 金子哲也 令和 2

市民がいつでもどこでも気軽にスポーツに親しめる機会を提供し、スポーツ推進スローガン「１・１・１運動」の推進
と「するスポーツ」の推進を図る。

【浜松シティマラソン開催事業】
・浜松シティマラソンを開催（浜松シティマラソン実行委員会への開催負担金）

【全国高等学校選抜ボート大会開催事業】 →令和２年度から、大型スポーツイベント等誘致事業で実施
・全国高等学校選抜ボート大会の開催（全国高等学校選抜ボート大会実行委員会への開催負担金）

【各種国際大会・全国大会開催支援事業】 →令和２年度から、大型スポーツイベント等誘致事業で実施
・各種国際大会・全国大会の開催を誘致するとともに、大会運営を支援する共催負担金

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分 根拠法令等
総合
戦略

重点
戦略

主要
事業

事業費(千円) 予算 21,234 16,000

－ ○

R1 R2 R3 R4 R5 R6

H19 ‐ 一般会計
自治事務（法令義務）
自治事務（その他）

－

決算 19,411

その他 9,000 11,000
市債

国・県支出

人件費(報酬等) (千円)
一般会計繰入金
一般財源 10,411 5,000

人工

正規 2.2 2.2
再任用(h31)

人件費　(千円) 16,520 16,520

会計年度任用職員(人事課予算) 0.4 0.4
再任用(h26)

②飢餓 ⑪都市

ゴール ターゲット ゴール ターゲット
①貧困 ⑩不平等

④教育 ○ 4.7 ⑬気候変動
③保健 ⑫生産・消費

⑥水・衛生 ⑮陸上資源
⑤ジェンダー ⑭海洋資源

⑧成長・雇用 ⑰実施手段
⑦エネルギー ⑯平和

⑨イノベーション

競技者のレベルに合った種目設定を実施し、誰もが気軽に参加できる大会を目指すとともに、大会運営にボラン
ティアとして携わることで、支えることの喜びを持って、競技者と等しく満足感を与えられるような体制づくりをして
いく。



06 01 02 01 05 年 月 日

◇事業の指標（R4：重点戦略最終年度、R6：総合戦略・基本計画最終年度）

◇令和元年度の事業評価

・令和元年度の事業の概要

・ 事業の成果と課題

令和2年度 （管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）
000625000

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

スポーツ振興課 金子哲也 令和 2 7 1

浜松シティマラソン中学生ボランティア数 -
年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値 180 190 200 210 220

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値 165

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値

実績値

【浜松シティマラソン開催事業】
・第16回浜松シティマラソンを令和2年2月16日(日)に開催（浜松シティマラソン実行委員会への開催負担金）

【各種国際大会・全国大会開催支援事業】
・各種国際大会・全国大会の開催を誘致するとともに、大会運営を支援する大会補助金

指標の達成度

計画通り
【浜松シティマラソン開催事業】
○第16回浜松シティマラソンを令和2年2月16日に開催し、9,225人(第15回：9,145人)が応募し、当日参加者人数は6,715人(第
15回：8,135人)、市民ボランティア 1,014人(第15回：920人)であった。※雨天のため、当日参加者は減少した。
【各種国際大会・全国大会開催支援事業】
〇とびうお杯第34回全国少年少女水泳競技大会、FIVBワールドカップバレーボール2019、浜松ウィメンズオープン2019(東急
リゾートタウン浜名湖)等の各種全国・国際大会の事業共催を行った。



・ 事業の見直し
実施結果

/

今後の方向性

/

現状 人工 現状

大項目 現状 小項目 事業費

大項目 現状 小項目 事業費

現状 人工 現状

・浜松シティマラソンについては、引き続きコース等の見直しを進める。また、参加ランナーの満足度と市民への認
知度向上を図る。
・各種国際大会・全国大会開催支援事業については、大型スポーツイベント等誘致事業に組み替え、引き続き市
民にスポーツの素晴らしさを実感してもらうとともに、国際交流や「みるスポーツ」の機会確保を図っていく。



06 01 02 01 06 年 月 日

◇事業目的・事業対象

◇事業の概要

◇事業の性質

◇事業のコスト

◇SDGsとの関連
・関連するゴール

・事業とゴールの関連性

7 1

事業シート （事業名）生涯スポーツ振興事業

令和2年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）

000625000 スポーツ振興課 金子哲也 令和 2

市民がいつでもどこでも気軽にスポーツに親しめる機会を提供し、スポーツ推進スローガン「１・１・１運動」の推進
と「するスポーツ」の推進を図る。

【地域スポーツ大会開催事業】
・市民スポーツ祭などの開催。
【スポーツ推進委員等活動支援事業】
・スポーツ推進委員の資質向上のために行う研修会などへの支援。
【体育振興会等地域スポーツ普及事業】
・小学校区単位で設立された体育振興会や体育協会支部が行う地域での体育活動への支援。
【 レクリエーション普及事業】
・レクリエーションの普及、振興を図るため実施する各種目のレクリエーション事業への支援。
【小中学校スポーツ施設開放事業】
・社会体育振興のため、小中学校の体育館やグラウンド、柔剣道場等を広く市民に開放する。

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分 根拠法令等
総合
戦略

重点
戦略

主要
事業

事業費(千円) 予算 70,228 94,888

－ －

R1 R2 R3 R4 R5 R6

H19 ‐ 一般会計
自治事務（法令義務）
自治事務（その他）

－

決算 69,162

その他 49,616 72,870
市債

国・県支出

人件費(報酬等) (千円)
一般会計繰入金
一般財源 19,546 22,018

人工

正規 1.0 1.0
再任用(h31)

人件費　(千円) 7,000 7,000

会計年度任用職員(人事課予算)

再任用(h26)

②飢餓 ⑪都市

ゴール ターゲット ゴール ターゲット
①貧困 ⑩不平等

④教育 ○ 4.7 ⑬気候変動
③保健 ⑫生産・消費

⑥水・衛生 ⑮陸上資源
⑤ジェンダー ○ 5.5 ⑭海洋資源

⑧成長・雇用 ⑰実施手段
⑦エネルギー ⑯平和

⑨イノベーション

年齢や性別、障がい等を問わず、市民一人ひとりがライフスタイルの一部にスポーツ（するスポーツ・みるスポー
ツ・ささえるスポーツ）を取り入れ、心身ともに健やかで、豊かな生活を送ることができる社会形成を目指す。



06 01 02 01 06 年 月 日

◇事業の指標（R4：重点戦略最終年度、R6：総合戦略・基本計画最終年度）

◇令和元年度の事業評価

・令和元年度の事業の概要

・ 事業の成果と課題

令和2年度 （管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）
000625000

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

スポーツ振興課 金子哲也 令和 2 7 1

年間学校開放施設利用者数（千人） -
年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値 1,680 1680 1680 1680 1680 1680 1,680

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値 1603 1532

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値

実績値

【地域スポーツ大会開催事業】
・市民スポーツ祭などの開催。
【スポーツ推進委員等活動支援事業】
・スポーツ推進委員の資質向上のために行う研修会などへの支援。
【体育振興会等地域スポーツ普及事業】
・小学校区単位で設立された体育振興会や体育協会支部が行う地域での体育活動への支援。
【 レクリエーション普及事業】
・レクリエーションの普及、振興を図るため実施する各種目のレクリエーション事業への支援。
【小中学校スポーツ施設開放事業】
・社会体育振興のため、小中学校の体育館やグラウンド、柔剣道場等を広く市民に開放する。

指標の達成度

計画通り

【地域スポーツ大会開催事業】

　○広く市民にスポーツ大会の参加機会を提供することができた。

【スポーツ推進委員等活動支援事業】

　○研修会の開催や講演会の参加などにより、スポーツ推進委員等の資質向上が図られた。

【体育振興会等地域スポーツ振興事業】

　○各地域ごとに独自のスポーツイベントを開催し、地域スポーツの普及が図られた。

【小中学校スポーツ施設開放事業】

　○学校スポーツ施設が有効利用され、地域住民のスポーツ振興が図られた。



・ 事業の見直し

実施結果

/

今後の方向性

/

現状 人工 現状
・小中学校スポーツ施設開放事業については、地域スポーツ活動の拠点として有効活用が図られている。

大項目 現状 小項目 事業費

大項目 現状 小項目 事業費

拡大 人工 現状
「スポーツインライフ（スポーツが生活に溶け込み、日常的に親しまれているライフスタイル）」という概念を広く市
民に周知し、スポーツの捉え方の意識改革を図ることで、市民の健康増進や豊かな生活に繋げていく。



06 01 02 01 07 年 月 日

◇事業目的・事業対象

◇事業の概要

◇事業の性質

◇事業のコスト

◇SDGsとの関連
・関連するゴール

・事業とゴールの関連性

7 1

事業シート （事業名） 競技スポーツ振興事業

令和2年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）

000625000 スポーツ振興課 金子哲也 令和 2

競技力の向上を目的とした選手育成事業の実施や全国大会出場者への激励金贈呈、競技スポーツに取組む市
民への活動を支援する。

【静岡県市町対抗駅伝競走大会事業】
・浜松市実行委員会を組織し、選手選考会を実施してチーム編成を行い、静岡県市町対抗駅伝競走大会に、浜
松市中央、北部、西部の3チームを出場させる、浜松市実行委員会への負担金。
【ジュニアスポーツ育成事業】
・市内の中学生で選抜選手を対象に、11種目の競技で強化練習会を開催し、競技力の向上を図る。
・小中学生を対象とした野球検診を実施し、野球肘などのスポーツ障害の早期発見に役立てる。
【全国大会出場選手等激励事業】
・国際大会、全国大会へ出場する選手、コーチ、監督に激励金を贈呈し顕彰する。

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分 根拠法令等
総合
戦略

重点
戦略

主要
事業

事業費(千円) 予算 10,260 10,256

－ －

R1 R2 R3 R4 R5 R6

H19 - 一般会計 自治事務（その他） －

決算 10,098

その他
市債

国・県支出

人件費(報酬等) (千円)
一般会計繰入金
一般財源 10,098 10,256

人工

正規 0.7 0.7
再任用(h31)

人件費　(千円) 4,900 4,900

会計年度任用職員(人事課予算)

再任用(h26)

②飢餓 ⑪都市

ゴール ターゲット ゴール ターゲット
①貧困 ⑩不平等

④教育 ○ 4.7 ⑬気候変動
③保健 ⑫生産・消費

⑥水・衛生 ⑮陸上資源
⑤ジェンダー ⑭海洋資源

⑧成長・雇用 ⑰実施手段
⑦エネルギー ⑯平和

⑨イノベーション

年齢や性別、障がい等を問わず、市民一人ひとりがライフスタイルの一部にスポーツ（するスポーツ・みるスポー
ツ・ささえるスポーツ）を取り入れ、心身ともに健やかで、豊かな生活を送ることができる社会形成を目指す。



06 01 02 01 07 年 月 日

◇事業の指標（R4：重点戦略最終年度、R6：総合戦略・基本計画最終年度）

◇令和元年度の事業評価

・令和元年度の事業の概要

・ 事業の成果と課題

令和2年度 （管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）
000625000

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

スポーツ振興課 金子哲也 令和 2 7 1

静岡県市町対抗駅伝競走大会予選会への市立小・中学生参加校数の割合(％）

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値 65 65 65 65 65 65

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値 53 78

中体連主催の全国大会出場団体（団体）
年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値 3 4 4 4 4 4 4

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値 5 6

中体連主催の全国大会出場延べ人数（人）
年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値 120 125 125 125 125 125 125

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値 126 133

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値

実績値

【静岡県市町対抗駅伝競走大会事業】
・浜松市実行委員会を組織し、選手選考会を実施してチーム編成を行い、静岡県市町対抗駅伝競走大会に、浜
松市中央、北部、西部の３チームを出場させる。浜松市実行委員会への負担金。
【ジュニアスポーツ育成事業】
・市内の中学生で素質のある選手を対象に、11種目の競技で強化練習会を開催し、競技力の向上を図る。
・小中学生を対象とした野球検診を実施し、野球肘などのスポーツ障害の早期発見に役立てる。
【全国大会出場選手等激励事業】
・国際大会、全国大会へ出場する選手、コーチ、監督に激励金を贈呈し顕彰する。

指標の達成度

計画通り

【市町対抗駅伝競走大会】

○令和元年度は浜松市西部が3位、浜松市中央が5位、浜松市北部が6位と3チームが好成績を収め、、競技ス
ポーツの振興が図られた。
【ジュニアスポーツ育成事業】
○中体連主催の全国大会出場団体数は、目標値を超えることができ、競技スポーツ振興の一助となった。
【全国大会出場選手等激励事業】
○国際大会、全国大会へ出場する選手、コーチ、監督に激励金を贈呈し顕彰して、スポーツの奨励と振興を図った。



・ 事業の見直し
実施結果

/

今後の方向性

/

現状 人工 現状
・市町対抗駅伝競走大会については、浜松市から参加する３チームが毎年好成績を収めている。
・ジュニアスポーツ世代については、中体連主催の全国大会に留まらず各方面で活躍している。

大項目 現状 小項目 事業費

大項目 現状 小項目 事業費

現状 人工 現状

・選手育成事業の実施や、全国大会出場者への激励金贈呈など競技スポーツに取組む市民への活動を支援す
る。

・ジュニア(中学生)選手の育成を継続して、全国大会・東海大会出場を目指した競技力向上策を展開する。



06 01 02 01 08 年 月 日

◇事業目的・事業対象

◇事業の概要

◇事業の性質

◇事業のコスト

◇SDGsとの関連
・関連するゴール

・事業とゴールの関連性

7 1

事業シート （事業名） スポーツ施設運営事業

令和2年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）

000625000 スポーツ振興課 金子哲也 令和 2

効率的な管理運営、効果的な整備を行い、利用者にとって一層利用しやすい施設とし、生涯スポーツの振興を図
る。

【R1-R4重点戦略項目№116】
・浜松アリーナ管理運営事業　・可美公園スポーツ施設等管理運営事業　・浜北総合体育館等管理運営事業
・天竜体育館等管理運営事業　・舞阪総合体育館等管理運営事業　・雄踏総合体育館等管理運営事業
・引佐総合体育館等管理運営事業　・浜松球場、陸上競技場管理運営事業　・花川庭球場管理運営事業
・総合水泳場管理運営事業　・北部水泳場管理運営事業　・天竜ボート場管理運営事業
・武道場管理運営事業　・浜北武道館等管理運営事業
・三ヶ日B＆G海洋センター等管理運営事業 ・半田山グラウンド等管理運営事業
・スポーツ施設整備事業
【R1-R4重点戦略項目№202、203】
県営野球場や陸上競技場を県と連携整備
 ・スポーツ施設整備事業

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分 根拠法令等
総合
戦略

重点
戦略

主要
事業

事業費(千円) 予算 1,877,265 2,242,618

○ ○

R1 R2 R3 R4 R5 R6

H19 ‐ 一般会計 自治事務（その他） －

決算 1,853,579

その他 117,862 728,377
市債 368,200 134,300

国・県支出

人件費(報酬等) (千円)
一般会計繰入金
一般財源 1,367,517 1,379,941

人工

正規 2.6 3.0
再任用(h31)

人件費　(千円) 18,200 21,000

会計年度任用職員(人事課予算)

再任用(h26)

②飢餓 ⑪都市 ○ 11.7

ゴール ターゲット ゴール ターゲット
①貧困 ⑩不平等

④教育 ○ 4.7 ⑬気候変動
③保健 ⑫生産・消費

⑥水・衛生 ⑮陸上資源
⑤ジェンダー ⑭海洋資源

⑧成長・雇用 ⑰実施手段
⑦エネルギー ⑯平和

⑨イノベーション

誰にとっても利用しやすい施設とするため、効率的な管理運営、効果的な整備を行うことで、市民一人ひとりがラ
イフスタイルの一部にスポーツを取り入れ、心身共に健やかで、豊かな生活を送ることができる社会を形成する。



06 01 02 01 08 年 月 日

◇事業の指標（R4：重点戦略最終年度、R6：総合戦略・基本計画最終年度）

◇令和元年度の事業評価

・令和元年度の事業の概要

・ 事業の成果と課題

令和2年度 （管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）
000625000

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

スポーツ振興課 金子哲也 令和 2 7 1

生涯スポーツ施設の利用者数（千人） - 116
年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値 5528 5600 5600 5600 5600 5600 5600

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値 5576 5417

新野球場を含めた遠州灘海浜公園の施設整備等に向けた静岡県との協議 - 202
年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値 県協議（基本計画） 県協議 県協議 県協議 県協議 県協議

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値 県協議（基本計画）

四ツ池公園スポーツ施設再整備の検討 - 203
年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値 委員会協議 整備方針策定

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値 委員会協議

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値

実績値

【R1-R4重点戦略項目№116】
・浜松アリーナ管理運営事業　・可美公園スポーツ施設等管理運営事業　・浜北総合体育館等管理運営事業
・天竜体育館等管理運営事業　・舞阪総合体育館等管理運営事業　・雄踏総合体育館等管理運営事業
・引佐総合体育館等管理運営事業　・浜松球場、陸上競技場管理運営事業　・花川庭球場管理運営事業
・総合水泳場管理運営事業　・北部水泳場管理運営事業　 ・浜北温水プール管理運営事業　・天竜ボート場管理
運営事業
・武道場管理運営事業　・浜北武道館等管理運営事業 ・明神池運動公園等管理運営事業
・三ヶ日B＆G海洋センター等管理運営事業 ・半田山グラウンド等管理運営事業　・旧射撃場管理運営事業
・スポーツ施設整備事業
【R1-R4重点戦略項目№202,203】
・県立野球場の整備に向けての県との連携協力
・四ツ池公園運動施設の整備検討  ・スポーツ施設整備事業

指標の達成度

計画通り

・効率的な管理運営と効果的な施設整備により、生涯スポーツや競技スポーツを行う市域の拠点施設として、多く
の市民が活用する場を提供することができた。
・静岡県の野球場基本計画策定に向け、県民や関係団体への意見聴取に県と連携して取り組んだ。
・四ツ池公園運動施設については、特別委員会において検討を行うなど、整備方針策定に向けた取り組みを進め
た。
・施設の機能維持のため計画的に修繕工事を実施していく必要がある。



・ 事業の見直し
実施結果

/

今後の方向性

/

拡大 人工 現状

 ・平口サッカー場スポーツ広場の人工芝化など施設の機能向上を図る工事や雄踏グラウンド夜間照明設備更新
など施設の機能維持に必要な工事により事業費が増大した。

大項目 現状 小項目 事業費

大項目 現状 小項目 事業費

拡大 人工 現状

・安全性の確保を最優先とし、計画的に修繕を進める。
・四ツ池公園運動施設については、特別委員会における検討を踏まえ、整備の方向性を決定する。



06 01 02 01 08 年 月 日

◇【R1～R4】事業工程表（No.：重点戦略項目No）

スポーツ振興課 金子哲也 令和 2 7 1令和2年度 （管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）
000625000

203

・四ツ池公園運動施設
再整備について特別委
員会で協議を行う。

・四ツ池公園運動施設
再整備について特別委
員会で協議を行い、整
備方針を策定する。

補助シート （事業名） スポーツ施設運営事業

No. R1 R2 R3 R4

116

市民が楽しく安全にス
ポーツに親しむことがで
きるよう、スポーツ施設
環境の整備を進めてい
く。

市民が楽しく安全にス
ポーツに親しむことがで
きるよう、スポーツ施設
環境の整備を進めてい
く。

市民が楽しく安全にス
ポーツに親しむことがで
きるよう、スポーツ施設
環境の整備を進めてい
く。

市民が楽しく安全にス
ポーツに親しむことがで
きるよう、スポーツ施設
環境の整備を進めてい
く。

202

・県営野球場を含めた遠
州灘海浜公園の基本計
画等策定に向け県との
協議を行う。

・県営野球場を含めた遠
州灘海浜公園の基本計
画等策定に向け県との
協議を行う。

・県営野球場を含めた遠
州灘海浜公園の基本計
画等策定に向け県との
協議を行う。

・県営野球場を含めた遠
州灘海浜公園の基本計
画等策定に向け県との
協議を行う。



06 01 02 01 09 年 月 日

◇事業目的・事業対象

◇事業の概要

◇事業の性質

◇事業のコスト

◇SDGsとの関連
・関連するゴール

・事業とゴールの関連性

7 1

事業シート （事業名） スポーツ施設整備基金積立金

令和2年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）

000625000 スポーツ振興課 金子哲也 令和 2

スポーツ施設の整備に充当するために浜松市スポーツ施設整備基金を積立てるもの。

浜松市スポーツ施設整備基金に関する条例に基づき、基金の運用益を基金に繰り入れし積み立てる。また、市
民、民間事業者などからの寄付金があれば、基金に積み立てる。基金はスポーツ施設の整備費に充当するとき
に処分する。

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分 根拠法令等
総合
戦略

重点
戦略

主要
事業

事業費(千円) 予算 500,242 309
R1 R2 R3 R4 R5 R6

S50 ‐ 一般会計 自治事務（その他）
浜松市スポーツ施設整備基

金に関する条例
－

決算 500,192

その他 192 309
市債

国・県支出

人件費(報酬等) (千円)
一般会計繰入金
一般財源 500,000

人工

正規
再任用(h31)

人件費　(千円) 280 560

会計年度任用職員(人事課予算) 0.1 0.2
再任用(h26)

②飢餓 ⑪都市

ゴール ターゲット ゴール ターゲット
①貧困 ⑩不平等

④教育 ⑬気候変動
③保健 ⑫生産・消費

⑥水・衛生 ⑮陸上資源
⑤ジェンダー ⑭海洋資源

⑧成長・雇用 ⑰実施手段
⑦エネルギー ⑯平和

⑨イノベーション



06 01 02 01 09 年 月 日

◇事業の指標（R4：重点戦略最終年度、R6：総合戦略・基本計画最終年度）

◇令和元年度の事業評価

・令和元年度の事業の概要

・ 事業の成果と課題

令和2年度 （管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）
000625000

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

スポーツ振興課 金子哲也 令和 2 7 1

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値

実績値

浜松市スポーツ施設整備基金に関する条例に基づき、基金の運用益を基金に繰り入れし積み立てる。また、市
民、民間事業者などからの寄付金があれば、基金に積み立てる。基金はスポーツ施設の整備費に充当するとき
に処分する。

指標の達成度

計画通り

・日本モーターボート選手会静岡支部等からスポーツ施設整備に対する寄附金を受け基金へ積み立てた。



・ 事業の見直し
実施結果

/

今後の方向性

/

拡大 人工 現状
・令和２年度実施予定の四ツ池公園陸上競技場第２種公認更新工事に充当するため、一般財源から500,000千円を積み立てたため事業費
が増加した。

大項目 現状 小項目 事業費

大項目 現状 小項目 事業費

現状 人工 現状

基金を有効に活用し、計画的な施設整備に努める。



06 01 02 01 10 年 月 日

◇事業目的・事業対象

◇事業の概要

◇事業の性質

◇事業のコスト

◇SDGsとの関連
・関連するゴール

・事業とゴールの関連性

7 1

事業シート （事業名） スポーツ文化推進運営経費（一般経費のみ）

令和2年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）

000625000 スポーツ振興課 金子哲也 令和 2

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分 根拠法令等
総合
戦略

重点
戦略

主要
事業

事業費(千円) 予算 12,633 9,981
R1 R2 R3 R4 R5 R6

H19 - 一般会計 自治事務（その他） －

決算 10,681

その他
市債

国・県支出

人件費(報酬等) (千円)
一般会計繰入金
一般財源 10,681 9,981

人工

正規 1.6 1.5
再任用(h31)

人件費　(千円) 11,480 10,780

会計年度任用職員(人事課予算) 0.1 0.1
再任用(h26)

②飢餓 ⑪都市

ゴール ターゲット ゴール ターゲット
①貧困 ⑩不平等

④教育 ⑬気候変動
③保健 ⑫生産・消費

⑥水・衛生 ⑮陸上資源
⑤ジェンダー ⑭海洋資源

⑧成長・雇用 ⑰実施手段
⑦エネルギー ⑯平和

⑨イノベーション
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◇事業の指標（R4：重点戦略最終年度、R6：総合戦略・基本計画最終年度）

◇令和元年度の事業評価

・令和元年度の事業の概要

・ 事業の成果と課題

令和2年度 （管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）
000625000

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

スポーツ振興課 金子哲也 令和 2 7 1

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値

実績値

指標の達成度



・ 事業の見直し
実施結果

/

今後の方向性

/

人工

大項目 小項目 事業費

大項目 小項目 事業費

人工


